
 

 

 

 

 

 

「商品開発への参画」 

１０月から、任務の一つである地域資源を活用した 

商品開発に携わることになりました！！具体的には、 

リサイクルデニムを活用したツナギの商品開発で、場 

所はデニムの聖地と名高い倉敷市の「児島」です。元 

地域おこし協力隊の池上慶行さんの企画に賛同し、お 

手伝いとして関わることになりました。 

彼との縁は、彼が高梁川志塾の講師として来られた 

ところから始まります。彼の考えに共感し、毎月１回 

繊維関係の人など（約７人）が集まり、情報交換をし 

ていると聞いたので、参加させていただき、今回の商品開発に至りました。 

 

「かえる」 

池上さん自身が、デニムをリサイクルしてい

るブランドを立ち上げていることもあり、使い

古しのデニムを綿に戻し、製品を作ることがで

きないかとメンバーで考えました。 

そこで、SDGｓや池上さんの活動を考え、

「かえる」をコンセプトに開発を進めてはどう

かとエシカル消費を提案しました。 

 

① 原料に「変える」 

今回の企画は、使い古しのデニムをデニムの原料で 

ある綿に戻すところから始まります。そこで使い古し 

たデニムを綿に「変える」。 

② 地元に「返る」 

運送による CO2などの排出の削減を図るため、集め 

るデニムや商圏範囲を地元とし、地産地消を目指し、 

地元に「返る」。 

③ 原点に「帰る」 

今でこそ、デニムはファッションアイテムになっていますが、本来は作業着です。そこで、原点回

帰し、作業着として再生させ、デニム本来の目的に立ち「帰る」。 

④ 繊維業の方に再び「帰る」 

作業着といっても対象の範囲は広いです。そこでどのような作業をする人をターゲットにするか。

メンバーで話を進めていく中で、地元の繊維業に従事している人に、再び活用してもらえる（ツナギ

の）作業着を作ることにしました。繊維業に従事している方の手からデニムが生まれ、再び繊維業の

方の下に「帰る」。 

 

コンセプトを明確にしたことで、商品開発のラインも明確になりました。 
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「試作品の製作」 

リサイクル生地を作るには、最小ロットが１０反となり、 

１０反作るには使い古しのデニムが１５０kg必要になりま 

す。そこで、私たちの最初の仕事は、１５０kgの使い古し 

のデニム集めになりました。池上さんとつながりがあるア 

パレルのお店などを回り、裁断で出た切れ端や半端で使え 

ない生地をいただきました。 

集めた生地は、最終的には機械を使って粉砕し

ますが、機械に入れるには、２センチ四方に裁断

する必要があります。この裁断作業が想像以上に

過酷な作業で時間がかかります。 

裁断に使う円形刃のカッターナイフは、切れ味

が鋭く、使い方を誤ると大ケガにつながります。

また、裁断していると、綿埃が立ち、綿埃を吸う

ため、鼻の中がデニムの藍色になり、鼻水も藍色

になります。もちろん、指先も藍色に染まり、血

色不良と勘違いされます。 

 

「歴史」 

今でこそ、児島、水島、玉島、早島は、陸続きになっ 

ていますが、約４５０年前は、瀬戸内海に浮かぶ島々で 

した。 

当時の倉敷近辺は「吉備の穴海」と呼ばれ、県の三大 

河川である吉井川、高梁川、旭川の沖積作用で、島々の 

間には干潟が発達し、干拓が行われていました。この干 

拓の歴史が児島を始め、倉敷の歴史でもあります。 

干拓した土地は塩分を含み、稲作が難しく、綿花ぐら 

いしか、栽培に適していませんでした。そうしたことか 

ら、綿花の栽培や加工が倉敷で盛んに行われ、さらに、 

高梁川を使った高瀬舟や日本全国の港を結んだ北前船な 

どの水運業の発達もあり、児島で繊維業が盛んになりま 

した。 

商魂たくましい児島の繊維業者たちが、丈夫な小倉織 

りを諸国に行商するとともに、袴地や前掛地の製造を行 

い、明治中期には足袋の製造で躍進し、躍進した業者の 

多くが、学生服、作業服、ジーンズのメーカーに形を変 

え、今日の児島を支えています。 

ジーンズ加工は、他のアパレルと異なり、扱う生地が 

厚く、染色が機械に付着するため、ミシンなども専用になります。こうした専用機材の導入が参入障壁

となり、他の地域でジーンズの生産が行われていない要因の一つになっているのではと聞きました。 

 

●編集後記 

今回、商品開発に参画させてもらうことで、児島の繊維産業の歴史を学ばせてもらいました。歴史を

知ることで、任務について、より意義や価値を見出すことができました。現段階では商品化まではでき

ていませんが、商品化に向けて頑張っていきたいと思います。（ポールファス 昌利） 

 

 

 

 


